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平成２６年度「学校版環境ＩＳＯコンクール」の取組における概要報告 

水俣市立水俣第二中学校 

 

 

 

  

１．水俣第二中学校環境教育「３つの心を育てる挑戦」取組構想図 

《継続的記録》 

●環境 ISO コーナーの設置 
 →学校単位での意識の向上を図る 

●パソコンによるデータの記録・集計 
 →生徒が主体となり、記録・集計を行う 

《具体的宣言》 

●二中環境 ISO 行動項目 
 ①二酸化炭素の削減 

 ②分別収集参加率 9５％以上 
 ③節水→前年度使用量５％減少 

④節電→前年度使用量５％減少 

⑤校内美化・清掃の充実 

 

●二中環境 ISO 行動項目 

（職員版）の設定 
 →学校全体での取組へ 

《課題の把握》 

●課題の洗い出し 
 →全生徒が意識できる活動へ 

→分別参加率の向上 

●宣言項目等の検討 
 →具体的でわかりやすい項目 

 →基準年度からの節電節水 

●宣言項目とチェック方法の決定 
 →委員会による提案で項目決定 

 →環境 ISOチェック 

 

～二中での具体的な取組～ 

①校内分別の徹底 

 →燃やすゴミ・廃プラ・紙類 

②分別収集活動の充実・発展 

→生徒主体の活動へ 
③節電・節水   →具体的活動へ 

④こどもエコクラブ 

⑤校内環境検定・朝活動 

 →環境問題への意識の向上へ 

 

多くの事業に参加し、活動を報

告することで、二中の取組を社

会に発信している。 

市の取組事業にも参加し、積極

的に活動の輪を広げている。 

 

学校での取組や地域との

交流にもなる分別収集活

動などを家庭へ発信する

ために今年度より発行。 

家庭への啓発内容も掲載

している。 

水俣市環境スタディー 

ツアー推進事業参加 
 

写生大会等の行事の 

時に、昼休みや帰り 

道などで清掃活動を 

行っている。 

校区クリーン作戦 

 

 

環境に関する交流会を 

他の小中学校と開催し、 

環境に対する意識の 

向上を図っている。 

他校との環境に関する 

交流会 

『環境 ISO だより』の発行 

 

●分別収集日の連絡徹底 
→集合場所での出欠の確認

を徹底 

→参加態度の評価 

●校内環境検定での行動 

アンケート調査 
→本校における「環境検定」

において、分別収集に関す

る取組のアンケート調査を

実施 

 

●電気・水使用量の掲示 
→マークシールを貼り、 

節水・節電への意識付け 

●校内分別の徹底 
→教室や職員室での3種類の

ゴミ分別を徹底する。 

●環境 ISOだよりでの 

呼びかけ 

 

ＣＯ２削減の取組 

宣言具体化 継続的記録 

課題把握 

・他委員会との積極的連携・役割分担 

・主体的なゴミ分別収集への参加 

・環境検定や環境 ISO だよりの充実 

1８年目の伝統 

地域ゴミ分別収集活動への参加 

地域ゴミ分別収集の充実 
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昨年度の反省を踏まえ、今年度は分別収集活動への参加率を 95％に引き上げ設定をしました。行動項

目は各学年の廊下と（A4 版）、環境 ISO コーナー（広用紙）に掲示しており、校内の多くの場所に掲

示することで、どこにいても行動項目を意識できるようにしています。また、生徒集会での呼びかけや

環境検定の問題への出題、行動項目に関するアンケートなどを用いての意識づけなどを行い、より多く

の場面でこの行動項目について考えるようにしました。 

 

 今年度、電気使用量が昨年度と比較し、削減すること

ができています。これは晴れた日や昼休みに積極的に電

気を消す活動を、環境 ISO委員会を中心として行ったこ

とが一因と考えます。この活動は、環境 ISO委員会が期

間を決め、昼休みに電気を消してあるクラスを調査し、

クラスマッチ形式として給食の放送で表彰を行うもので

す。また、合わせて体育委員会が「外で遊ぼう運動」を

呼びかけており、昼休みに教室に残る生徒が少ないこと

も電気使用量の削減に一助を担っています。 

水道使用量も５％の削減の目標は達成できていません

が、昨年度同様にバケツ半分での清掃やコップ一杯での

歯磨きなどの取組がきちんとできたため、昨年度と同じ

量を維持することができています。 

 6 月が大幅に増えたのは、プールの水道使用量を計算

に入れていることが原因であるため、来年度からはプー

ルの水道使用量を除いた形でも準備をしたいと考えてい

ます。また、グラフには現れていませんが、上水道と下

水道で見ると、下水道の割合が増えているという現状が

あるため、今後は二つを分けた形でも年度の比較ができ

るようにデータを作り直したいと考えています。 

 

分別収集活動参加率は 95％以上を目標としました。

これは、昨年度の 95.53％という参加率を受け、生徒が

もう一度 95％を目指したいという気持ちから設定しま

した。昨年同様に呼びかけの徹底や委員会のメンバーの

意識づけを心がけてはいますが、現在は目標達成が厳し

い状況となっています。これは、今年度ステーションの

配置を新たにし、ほぼ全ての生徒が自分の地区の分別に

行けるように取組を行った結果、１年生だけでなく２、

３年生も新たなステーションに移動した生徒がおり、日

程の確認などで混乱が生じてしまったため、徹底がうまく

できなかったことが原因と考えられます。 

３．行動の記録 

２．二中環境ＩＳＯ行動項目 宣言 
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来年度に向け、再度確認・徹底を行いたいと思います。 

また、今年度分別収集活動は参加だけでなく、活動の向上として服装

と態度面を、チェックリストを用いて評価するようにしました。これは、

ただ参加だけしている生徒を減らし、目的の一つである地域との交流を

より深められるようにしたいと考えて実施しました。さらに、参加の態

度向上を呼びかけるポスター制作も行いました。 

 

【参加を呼びかけるポスター】→ 

 

←【分別収集活動 

参加チェックリスト】 

 

 

 

                

 

 

 

 

（１）成果 

昨年度の課題であった、「取組に対する生徒の主体性が少ないという点」や「現状の維持が目的と

なりつつある点」を踏まえ、今年度はまず分別収集活動での態度面の向上を図ることや分別収集活動

の活動場所を吟味し、ほぼ全ての生徒が自分の地区に活動に行けるように全生徒を再配置することを

試みました。その結果、服装忘れの減少や参加態度についても担当職員なども確認をすることができ

るなど、活動内容の向上につながる手立てとなったと感じます。また、生徒も自分の地区に活動に行

けるようになったため、活動に対する意欲も向上したと考えられます。 

節水・節電では生徒が主体的に削減のために活動を考え実践している結果、水道・電気使用量の削

減ができています。さらに、削減が足りない水道使用量については上水道と下水道に分けて、具体的

にどちらに力を入れて呼びかけを行うのかを考えるなど、より内容の充実した取組になっています。 

他校との交流会は 3年目を迎え、各校の取組紹介だけでなく、今年度は環境のことを考えた活動に

ついてグループディスカッションを行うなど、自分たちで活動を考えていく内容としました。環境に

対する活動を小・中学校で連携を図りながら、より高いレベルで活動を行えるように今後も交流を深

めていきたいと思います。 

（２）課題 

節水・節電活動において、「前年度の５％削減」という目標設定が数値として厳しい状況になって

きたと感じています。毎年５％削減を掲げており、それに向けて取組を行ってきた結果、使用量の数

値がある程度定まってきています。そのため、今後ははっきりとした目標数値を設定し、そこを目指

すような取組にすべきではないかと考えます。 

全校生徒が自分たちの活動に誇りを持ち、胸を張って「環境二中」であると言えるように、活動へ

の意欲の向上を図る取組を行っていき、更なる活動の改善につなげていきたいと思います。 

４．見直し（成果と課題） 
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３つの心の育成を目指した取組の実践活動（H25年度からの継続） 

 

５．資料 


